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栗林輝夫 著
栗林輝夫セレクション1
日本で神学する





1

聖
文
舎
）。
教
会
の
歴
史
と
同
じ
ほ
ど
古
い
、
牧
会
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
て

検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
わ
た
し
は
、「
信
徒
の
た
め
の

神
学
通
信
講
座
」
の
企
画
を
先
生
に
訴
え
、『
み
こ
と
ば
の
説
教
者
と
会
衆

の
神
学
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
（
一
九
七
七
年
）。
会
衆
も
聴
く
こ
と
に
よ

り
説
教
に
参
与
し
、
説
教
者
と
会
衆
は
、
ひ
と
つ
と
な
っ
て
福
音
を
宣
べ

伝
え
る
者
と
な
る
。
会
衆
は
、
聴
く
こ
と
に
よ
り
説
教
し
て
い
る
こ
と
を
、

先
生
は
ま
た
熱
く
語
り
か
け
た
。

　

わ
た
し
も
牧
師
に
戻
り
、
さ
ら
に
海
外
に
出
た
り
し
て
、
先
生
と
の
再

会
は
、
編
集
者
と
著
者
の
出
会
い
で
あ
り
、
当
然
、
先
生
の
も
つ
、
講
演
、

説
教
、
論
文
等
の
膨
大
な
原
稿
の
整
理
の
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
生

ま
れ
た
の
が
、『
神
の
元
気
を
取
り
次
ぐ
教
会—

—

説
教
、
教
会
暦
、
聖
書

日
課
、
礼
拝
』（
二
〇
一
四
年
、
リ
ト
ン
）
で
あ
る
。
先
生
、
八
十
六
歳
。

　

さ
ら
に
、
石
田
先
生
は
、
世
界
を
か
け
め
ぐ
り
、
人
々
と
語
り
合
い
、

論
争
し
て
き
た
軌
跡
を
、
神
学
的
自
伝
と
し
て
著
し
た
い
と
意
欲
を
も
た

れ
た
。
こ
れ
は
思
い
出
の
自
伝
で
な
く
、
先
生
が
、
神
の
み
前
に
臨
場
し
、

世
界
の
教
会
の
諸
問
題
に
、
そ
し
て
、
こ
の
社
会
に
臨
場
し
て
き
た
証
で

あ
っ
た
。
石
田
先
生
は
、
新
著
の
完
成
を
熱
望
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一

五
年
十
一
月
、
天
に
召
さ
れ
た
。
八
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
の
遺
稿
を

整
理
中
の
ま
ま
、
わ
た
し
は
抱
え
て
い
る
。

（
も
り
・
ま
さ
る
＝
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
元
牧
師
、
株
式
会
社
聖
文
舎
元
社
長
）

　

わ
た
し
が
神
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、
早
く
卒
業
し
た
先
輩
の
中
に
、

伝
説
的
な
言
い
伝
え
を
受
け
て
い
る
人
が
い
た
。
石
田
順
朗
（
よ
し
ろ
う
）

牧
師
で
あ
る
。
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
学
業
成
績
の
優
秀
さ
だ
け
で
な
く
、

神
学
校
卒
業
後
の
伝
道
師
の
と
き
に
、
開
拓
農
村
の
伝
道
所
に
派
遣
さ
れ
、

一
年
後
に
、
四
六
名
の
集
団
洗
礼
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
理
知
的
な

伝
道
を
志
す
日
本
の
ル
ー
テ
ル
教
会
で
、
し
か
も
、
ま
だ
授
洗
資
格
の
な

い
伝
道
師
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

按
手
礼
を
受
け
た
の
ち
、
牧
会
や
留
学
を
経
て
、
三
十
六
歳
で
、
世
界

ル
ー
テ
ル
連
盟
（
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
世
界
宣
教
部
門
ア
ジ
ア
担
当
幹
事

に
招
か
れ
、
以
後
、
宣
教
部
門
部
長
、
神
学
研
究
部
門
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
シ
カ
ゴ
・
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
宣
教
セ
ン
タ
ー
室

長
も
務
め
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
伝
説
の
人
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
の
は
、
石

田
先
生
が
、
世
界
ル
ー
テ
ル
連
盟
の
役
職
を
も
ち
な
が
ら
、
日
本
ル
ー
テ

ル
神
学
大
学
の
宣
教
学
の
講
座
を
担
当
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、

ル
ー
テ
ル
教
会
の
出
版
社
で
あ
る
聖
文
舎
の
責
任
を
と
っ
て
い
た
。

　

石
田
先
生
は
、
現
代
の
伝
道
が
、
神
の
伝
道
と
言
い
つ
つ
「
人
間
の
伝

道
」
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、『
教
会
の
伝
道
』
と
い
う
一

書
を
著
さ
れ
た
（
一
九
七
二
年
、
聖
文
舎
）。
さ
ら
に
、
牧
会
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
が
興
隆
す
る
中
で
、
あ
ま
り
に
心
理
学
優
位
の
牧
会
が
な
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
、『
牧
会
者
ル
タ
ー
』
を
ま
と
め
ら
れ
た
（
一
九
七
六
年
、

出
会
い
・
本
・
人

信
仰
者
の
臨
場
性 

─
─
森
　
優
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キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
は
天
皇
制
と
抵
触
す
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
第

三
条
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
へ
カ
ラ
ス
」
と
建
前
上
そ
の
天
皇
の
言

葉
と
し
て
の
「
教
育
勅
語
」、
さ
ら
に
は
「
文
部
省
訓
令
十
二
号
」
が
重

く
圧
し
掛
か
る
。

　

本
書
は
「
一
九
三
七
年
以
降
の
戦
時
下
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学

校
が
国
家
統
制
に
ど
の
よ
う
に
対
峙
、
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
を
資
料
に

基
づ
き
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
」（
三
頁
）
も
の
で
あ
る
。「
一
方
的

な
抑
圧
や
追
従
と
い
っ
た
通
念
的
な
見
方
を
再
考
」
し
、「
日
本
の
教
育

史
・
キ
リ
ス
ト
教
史
に
と
っ
て
重
要
な
観
測
結
果
を
提
供
す
る
」（
帯
文
）

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
「
ま
え
が
き
」、
六
つ
の
章
、「
巻
末
資
料
」「
あ
と
が
き
」
よ

り
成
る
。「
ま
え
が
き
」
は
榑
松
か
ほ
る
氏
が
担
当
し
、
本
書
の
成
り
立

ち
と
各
章
の
要
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
は
影
山
礼
子
氏
が

担
当
し
、
本
書
の
成
果
と
今
後
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
巻
末
資
料
」

は
大
島
宏
氏
、
高
瀬
幸
恵
氏
に
よ
る
作
成
。
資
料
１
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
と
の
法
人
の
目
的
の
差
異
。
資
料
２
で
は
法
人
の

下
に
あ
る
各
学
校
の
目
的
の
差
異
。
資
料
３
に
は
訓
令
十
二
号
に
対
す
る

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
破
棄
さ
せ
る
た
め
に
、
文
部
省
は
学
費
値
上
げ

を
認
可
す
る
交
換
条
件
と
し
て
、
高
等
女
学
部
を
高
等
女
学
校
と
す
る
よ

う
仕
向
け
た
。
ま
た
、
同
志
社
理
事
会
も
そ
れ
に
応
じ
た
。
一
貫
し
て
キ

リ
ス
ト
教
教
育
を
守
る
べ
く
奮
闘
し
た
「
末
光
信
三
」
を
新
設
女
学
校
の

校
長
に
す
る
案
に
文
部
省
が
難
色
を
示
し
、
理
事
会
も
同
意
し
た
。「
固

定
的
な
歴
史
観
を
排
す
る
新
し
い
事
例
的
知
見
」
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　

第
４
章
「
関
東
学
院
の
建
学
理
念
の
＇
揺
ら
ぎ
＇」（
影
山
礼
子
）
─
─

外
国
人
宣
教
師
の
減
少
（
排
除
）、
日
本
人
理
事
の
増
加
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
の
経
済
的
独
立
、
財
団
法
人
化
が
文
部
省
対
策
の
結
果
で
あ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
の
時
点
で
関
東
学
院
が
教
育
目
的
に
「
基
督
教
主
義
」
の
文

言
を
残
せ
た
背
景
に
「
横
浜
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
団
結
し
た

対
応
の
成
果
が
あ
っ
た
ら
し
い
」（
一
〇
一
頁
）
と
の
言
及
は
一
考
に
値

す
る
。
基
督
教
教
育
同
盟
会
の
在
り
方
、
働
き
と
対
比
で
き
よ
う
。

　

第
５
章
「
興
亜
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
」（
辻
直
人
）
─
─
こ

こ
で
は
積
極
的
に
時
流
に
乗
っ
た
学
校
と
し
て
明
治
学
院
東
亜
科
を
中
心

と
し
て
論
考
さ
れ
て
い
る
。
戦
時
下
の
明
治
学
院
を
概
観
し
、
矢
野
貫
城

学
校
側
の
抵
抗
（
各
種
学
校
化
）
と
文
部
省
の
圧
力
（
財
団
法
人
化
）
が

見
て
取
れ
る
。
い
ず
れ
も
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

　

第
１
章
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
対
す
る
文
部
省
の
統
制
」（
大
島

宏
）
─
─
こ
こ
で
は
「
法
人
の
目
的
」
に
着
目
し
、
文
部
省
に
よ
る
統
制

の
対
象
や
そ
の
意
図
、
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
法
人
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
教
育
へ
の
規
制
を
強
化
し
、
加
え
て
「
教
育
勅

語
」
の
趣
旨
に
基
づ
く
教
育
に
統
制
し
て
ゆ
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

第
２
章「
立
教
高
等
女
学
校
の
妥
協
と
抵
抗
」（
高
瀬
幸
恵
）
─
─「
同

校
は
、
正
規
の
高
等
女
学
校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
た
め
、
課
程
内
外

に
お
け
る
宗
教
教
育
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
」（
六
頁
）
が
、
御
真
影
と
教

育
勅
語
謄
本
の
受
け
取
り
が
一
九
四
四
年
と
遅
か
っ
た
。
他
の
基
督
教
教

育
同
盟
会
加
盟
校
は
多
く
が
一
九
三
七
年
以
降
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年

七
月
の
同
盟
会
議
に
於
け
る
田
川
大
吉
郎
の
対
文
部
省
対
策
な
ど
と
合
わ

せ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

第
３
章
「
同
志
社
高
等
女
学
部
へ
の
統
制
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
考

察
」（
柴
沼
真
）
─
─
同
校
は
「
各
種
学
校
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
、
キ

リ
ス
ト
教
教
育
を
実
施
す
る
余
地
を
残
そ
う
と
し
て
い
た
」（
六
八
頁
）。

本
人
と
、
彼
を
迎
え
た
明
治
学
院
の
姿
勢
に
そ
の
時
代
の
典
型
を
見
て
い

る
。「
軍
事
的
圧
力
が
強
ま
る
中
、
如
何
に
学
校
組
織
を
維
持
す
る
か
と

い
う
点
に
注
意
関
心
が
向
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
の

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」（
一
四
八
頁
）。

　

第
６
章
「
北
京
崇
貞
学
園
へ
の
日
本
政
府
の
財
政
援
助
」（
榑
松
か
ほ

る
）
─
─
こ
こ
で
は
「
戦
時
下
の
国
家
統
制
の
ゆ
え
に
発
展
し
た
キ
リ
ス

ト
教
主
義
学
校
」（
一
五
五
頁
）
と
し
て
桜
美
林
学
園
の
前
身
で
あ
る
北

京
崇
貞
学
園
に
つ
い
て
論
考
さ
れ
て
い
る
。
特
に
清
水
郁
子
の
働
き
は
見

事
に
国
策
に
合
致
す
る
。
体
育
館
建
設
は
国
家
総
動
員
の
趣
旨
に
合
う
し
、

留
学
生
派
遣
は
日
本
の
国
益
と
合
致
す
る
。
政
治
に
翻
弄
さ
れ
た
教
育
の

一
例
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
魅
力
的
な
題
名
に
ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
実
証
的
研
究
で
、
間

接
的
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
存
在
意
義
も
問
わ
れ
る
。
一
読
を
お
勧

め
す
る
。

（
は
り
も
と
・
ひ
で
し
＝
明
治
学
院
大
学
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
二
二
二
頁
・
本
体
三
七
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）

播
本
秀
史

戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

国
家
の
教
育
統
制
へ
の
対
応
に
関
す
る
実
証
的
研
究

榑
松
か
ほ
る
・
大
島　

宏
・
高
瀬
幸
恵
・

柴
沼　

真
・
影
山
礼
子
・
辻　

直
人
著
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『
荊
冠
の
神
学
』（
１
９
９
１
年
）、『
日
本
民
話
の
神
学
』（
１
９
９
７

年
）、『
現
代
神
学
の
最
前
線
』（
２
０
０
４
年
）
な
ど
の
著
作
で
広
く
知

ら
れ
る
神
学
者
、
栗
林
輝
夫
氏
が
亡
く
な
っ
て
２
年
が
経
つ
。
こ
の
た
び
、

栗
林
氏
が
遺
し
た
多
数
の
文
章
か
ら
18
編
が
ま
と
め
ら
れ
、「
栗
林
輝
夫

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
は
そ
の
第

１
巻
で
、
11
の
論
考
と
、『
荊
冠
の
神
学
』
韓
国
語
版
へ
の
序
文
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
神
学
者
に
は
、
特
定
の
（
と
く
に
欧
米
の
！
）
神
学
者
や
思
想

を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
が
、
栗
林
氏
は
そ
の
よ
う
な

タ
イ
プ
で
は
な
い
。
日
本
と
い
う
場
で
「
神
学
す
る
」
視
座
と
力
を
持
っ

た
、「
稀
有
か
つ
傑
出
し
た
存
在
」（
編
者
の
西
原
廉
太
氏
）
な
の
で
あ
る
。

　

各
論
文
は
、
だ
い
た
い
時
系
列
に
並
ん
で
は
い
る
が
、
主
題
別
の
３
部

構
成
で
、
こ
れ
は
著
者
の
思
想
的
発
展
の
軌
跡
を
示
す
と
同
時
に
、
栗
林

神
学
の
視
座
・
手
法
・
実
践
を
示
す
手
引
き
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
「
解
放
神
学
と
日
本
」
は
４
本
の
論
文
か
ら
成
る
。
部
落
解
放

の
問
題
を
焦
点
と
し
た
「
荊
冠
の
神
学
」
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
解
放

神
学
（
そ
し
て
栗
林
氏
自
身
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
［
三
三
八
頁
］、
韓

　

第
Ⅱ
部
「
日
本
で
神
学
す
る
」
を
構
成
す
る
３
本
の
論
文
は
、
第
Ⅰ
部

で
論
じ
た
、「
キ
リ
ス
ト
教
を
貧
し
い
者
、
抑
圧
さ
れ
た
者
と
の
関
係
に

お
い
て
、
新
し
く
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
教
会
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」（
二
一

頁
）
を
日
本
と
い
う
文
脈
の
中
で
実
践
す
る
た
め
の
手
法
を
示
し
て
く
れ

る
。
第
５
章
「
民
話
・
ユ
ン
グ
・
聖
書
」
は
、『
日
本
民
話
の
神
学
』
の

補
遺
的
論
考
で
、
ユ
ン
グ
心
理
学
に
よ
っ
て
物
語
を
分
析
す
る
試
み
を
、

さ
ら
に
聖
書
の
物
語
に
も
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
短
い
第
７

章
「
日
本
で
神
学
す
る
」
は
、
教
会
の
強
化
と
い
う
内
向
き
志
向
が
強
く
、

社
会
的
責
任
に
向
き
合
う
姿
勢
が
弱
い
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
を
正
面
か
ら

批
判
し
、「
課
題
志
向
」
な
神
学
を
展
開
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

　

聖
書
学
を
専
門
と
す
る
評
者
に
と
っ
て
一
番
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
第
６

章
「『
帝
国
論
』
に
お
け
る
イ
エ
ス
と
パ
ウ
ロ
」
で
あ
る
。
２
０
０
１
年

９
月
11
日
に
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
の
当
日
、
在

外
研
究
で
米
国
に
居
合
わ
せ
た
栗
林
氏
は
、
平
和
の
問
題
、
と
く
に
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
の
問
題
へ
と
神
学
的
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い

っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
に
よ
る
イ
エ
ス
お
よ
び
パ
ウ
ロ
研
究
の

重
要
性
を
論
じ
、「
対
抗
帝
国
的
な
教
会
論
の
構
築
を
」（
一
七
六
頁
）
訴

国
の
「
民
衆
神
学
」）
を
日
本
の
文
脈
に
お
い
て
展
開
し
た
も
の
と
い
う

性
格
を
も
つ
が
、
解
放
神
学
の
先
駆
者
で
あ
る
グ
ス
タ
ボ
・
グ
テ
ィ
エ
レ

ス
を
中
心
に
論
じ
た
第
１
章
「
解
放
神
学
の
選
択
・
神
は
貧
し
い
者
を
偏

愛
す
る
」
に
は
そ
の
こ
と
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
民
衆
の
経
験
か
ら
出
発

し
て
、「
神
は
貧
し
い
者
の
苦
し
み
に
お
い
て
顕
れ
る
」（
四
五
頁
）
と
言

う
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
の
理
解
は
、
間
違
い
な
く
栗
林
神
学
の
基
本
的
姿
勢
に

も
な
っ
て
い
る
。

　

続
く
第
２
章
で
は
、
足
尾
鉱
毒
事
件
の
闘
い
に
生
涯
を
捧
げ
た
田
中
正

造
、
そ
し
て
第
３
章
で
は
、
黒
人
解
放
運
動
の
先
駆
者
に
し
て
カ
リ
ス
マ

的
指
導
者
で
あ
っ
た
マ
ル
コ
ム
Ｘ
と
、
部
落
解
放
運
動
の
創
始
者
で
あ
る

西
光
万
吉
の
生
涯
と
思
想
の
変
遷
を
、
解
放
神
学
お
よ
び
民
衆
神
学
の
視

点
か
ら
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
は
、
現
在
の
神
学
が
「
教
会

の
学
」
に
留
ま
り
、「
教
会
の
外
の
民
衆
的
世
界
の
事
件
に
、
あ
ま
り
に

無
関
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
九
八
頁
）
と
い
う
栗
林
氏
の
神
学
批
判
、

そ
し
て
ど
の
視
座
で
神
学
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
提
起
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
賀
川
豊
彦
を
「
日
本
最
初
の
解
放
神
学
者
」
と
評
価
す
る
第

４
章
も
同
様
で
あ
る
。

え
る
こ
の
章
は
、
そ
の
成
果
の
一
つ
だ
が
、
パ
ウ
ロ
主
義
批
判
の
枠
か
ら

出
ら
れ
ず
に
い
る
新
約
聖
書
学
に
対
す
る
厳
し
い
問
題
提
起
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
環
境
と
技
術
の
神
学
」
に
収
め
ら
れ
た
４
本
の
論
考
は
、
栗

林
氏
が
最
期
ま
で
取
り
組
み
続
け
た
原
発
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
８
章
「
原
発
と
神
学
」、
第
９
章
「
キ
リ
ス
ト
教
は
原
発
を
ど
う
考
え

る
か
」、
第
10
章
「
原
発
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
神
学
」
は
い
ず
れ
も
、
原

発
事
故
が
招
い
た
危
機
的
状
況
の
中
で
神
学
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

を
、
文
字
通
り
命
を
削
り
な
が
ら
著
者
が
示
し
た
実
践
の
記
録
で
あ
る
。

第
11
章
「
原
発
と
田
中
正
造
の
環
境
／
技
術
の
神
学
」
で
栗
林
氏
は
再
び
、

田
中
正
造
の
実
践
と
向
き
合
い
、
そ
こ
に
環
境
神
学
の
手
本
を
読
み
取
っ

て
い
る
。

　

著
者
が
遺
し
た
「
日
本
で
神
学
す
る
」
課
題
を
ど
う
果
た
し
て
い
け
ば

良
い
の
か
。
読
む
人
間
の「
プ
ラ
ク
シ
ス
」（
二
一
頁
）
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
つ
じ
・
ま
な
ぶ
＝
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
三
五
〇
頁
・
本
体
三
六
〇
〇
円
＋
税
・
新
教
出
版
社
）

辻　

学

栗
林
輝
夫
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
１

日
本
で
神
学
す
る

衝
撃
的
な
問
い
か
け
に
満
ち
た
必
読
の
書

栗
林
輝
夫
著
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ア
ッ
シ
リ
ア
王
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
は
、
没
後
に
、
自
分
が
経
験
し
た
の
と

同
じ
よ
う
な
後
継
者
争
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
前
六
七
二
年
、
帝
国
中

枢
部
の
役
人
達
だ
け
で
な
く
、
七
十
余
の
属
州
の
代
官
達
や
ア
ッ
シ
リ
ア

に
服
属
す
る
周
辺
諸
国
の
支
配
者
達
を
集
め
て
、
王
子
ア
ッ
シ
ュ
ル
バ
ニ

パ
ル
を
ア
ッ
シ
リ
ア
王
に
、
ま
た
も
う
一
人
の
王
子
シ
ャ
マ
シ
ュ
・
シ
ュ

ム
・
ウ
キ
ン
を
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
と
す
る
こ
と
を
定
め
、
こ
の
決
定
を
遵
守

す
る
よ
う
出
席
者
に
誓
約
さ
せ
た
。
出
席
者
に
は
、
粘
土
板
に
書
か
れ
た

王
位
継
承
誓
約
文
書
（
以
下
「
誓
約
文
書
」）
が
一
部
ず
つ
渡
さ
れ
、
こ

れ
を
「
神
の
ご
と
く
」
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
誓
約
文
書
の
断
片
三
点
が
一
九
三
〇
年
以
前
に
ア
ッ
シ
ュ
ル

か
ら
、
ま
た
一
九
五
五
年
に
も
と
も
と
メ
デ
ィ
ア
地
方
の
代
官
達
に
出
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
九
点
の
誓
約
文
書
が
ニ
ム
ル
ド
か
ら
出
土
し
た
。
ニ

ム
ル
ド
出
土
の
誓
約
文
書
は
、
一
九
五
八
年
に
Ｄ
・
Ｊ
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
に

よ
り
「
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
宗
主
権
条
約
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　

著
者
渡
辺
和
子
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
留
学
先
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
大
学
で
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
が
「
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
宗
主
権
条
約
」
と
呼
ん
だ

文
書
の
再
編
纂
に
取
り
組
み
、
ニ
ム
ル
ド
出
土
の
文
書
に
、
当
時
知
ら
れ

約
の
書
板
を
）
他
の
場
所
へ
移
す
な
ら
ば
、
ギ
ラ
（
＝
火
の
神
）
に
ゆ

だ
ね
る
な
ら
ば
、（
中
略
）
何
ら
か
の
技
巧
を
用
い
て
破
壊
す
る
な
ら
ば
、

失
わ
せ
る
な
ら
ば
、
表
面
を
削
り
取
る
な
ら
ば—

—

。」（
§
36
）
と
い

っ
た
一
見
未
完
結
の
文
章
が
多
出
す
る
こ
と
に
戸
惑
う
読
者
が
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
訳
は
ア
ッ
カ
ド
語
に
対
す
る
著
者
の
確
固
た
る
理

解
と
こ
だ
わ
り
に
基
づ
く
。
概
説
の
一
七
頁
以
下
を
是
非
お
読
み
い
た
だ

き
た
い
。

　

本
書
の
概
説
部
分
で
は
、
主
君
へ
の
忠
誠
心
涵
養
は
家
庭
教
育
で
行
う

と
か
（
四
〇—

四
一
頁
）、
長
大
な
呪
い
の
言
葉
の
集
積
は
多
様
な
価
値

観
の
「
普
遍
化
」
の
試
み
で
あ
る
と
か
（
四
一
頁
）、「
ア
ッ
シ
ュ
ル
神
は

あ
な
た
方
の
神
」
と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
支
配
下
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
神
々
を
崇
拝
し
な
が
ら
も
、
誰
も
が
一
律
に
同
じ
神
を
敬
う

と
い
う
あ
る
種
の
一
神
教
の
導
入
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
も
で
き
、
ユ
ダ

王
国
に
お
け
る
契
約
（
誓
約
）
に
基
づ
く
一
神
教
形
成
に
影
響
し
た
可
能

性
が
高
い（
四
七
頁
）、
な
ど
い
く
つ
か
大
胆
な
見
解
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

て
い
た
ア
ッ
シ
ュ
ル
出
土
の
断
片
一
つ
と
大
英
博
物
館
所
蔵
の
未
登
録
未

公
刊
の
ニ
ム
ル
ド
版
断
片
を
加
え
て
、『
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
の
王
位
継
承
の

定
め
に
際
し
て
の
ア
デ
ー
誓
約
文
書
』
と
題
す
る
学
位
論
文
（
独
語
）
を

完
成
さ
せ
、
一
九
八
七
年
に
出
版
し
た
。
ワ
イ
ズ
マ
ン
が「
宗
主
権
条
約
」

と
呼
ん
だ
も
の
は
、
正
し
く
は
、
誓
約
文
書
（
ア
デ
ー
）
で
あ
る
と
い
う

の
が
、
著
者
の
学
位
論
文
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
に
な
っ
て
ト
ル
コ
南
部
の
テ
ル
・
タ
イ
ナ
ト
で
同
文
の
誓

約
文
書
が
「
元
あ
っ
た
場
所
で
」
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
当
時
ア
ッ
シ
リ
ア
統
治
下
の
こ
の
地
に
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官

に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
テ
ル
・
タ
イ

ナ
ト
出
土
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
宗
主
権
条
約
と
考
え
ら
れ
て
き
た
文
書
が

誓
約
文
書
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
主
張
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
の
王
位
継
承
誓
約
文
書
の
「
総
譜
翻
字
」
お

よ
び
そ
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
日
本
語
訳
に
概
説
と
訳
注
が
付
さ

れ
た
も
の
で
、
テ
ル
・
タ
イ
ナ
ト
出
土
文
書
と
そ
の
研
究
成
果
を
取
り
入

れ
た
最
新
で
、
理
想
的
な
形
の
テ
キ
ス
ト
出
版
で
あ
る
。

　

訳
さ
れ
た
誓
約
文
書
に
、「
も
し
あ
な
た
方
が
万
が
一
に
も
、（
こ
の
誓

　

著
者
は
、
ま
た
、
こ
の
誓
約
文
書
が
親
ア
ッ
シ
リ
ア
政
策
を
取
っ
て

い
た
当
時
の
ユ
ダ
王
国
の
マ
ナ
セ
（
在
位
前
六
八
七‒
六
四
二
）
に
も
渡

さ
れ
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
に
安
置
さ
れ
た
は
ず
だ
と
考
え
る
（
五
一
頁
）。

マ
ナ
セ
の
後
一
人
お
い
て
即
位
し
た
ヨ
シ
ヤ
（
在
位
前
六
三
九‒
六
〇
九
）

は
、
前
六
一
二
年
の
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
滅
亡
を
機
に
、
政
治
的
・
宗
教
的

に
独
自
の
路
線
を
打
ち
出
す
が
、
そ
の
際
こ
の
「
ヨ
シ
ヤ
改
革
」
の
た
め

の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
の
が
、「
神
殿
で
発
見
さ
れ
た
契
約
／
律
法
の

書
」（
列
王
記
下
二
二
８‒

二
三
３
）
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
エ
サ
ル
ハ

ド
ン
が
誓
約
文
書
を
各
地
の
神
殿
に
安
置
し
そ
こ
に
記
さ
れ
た
誓
約
を
遵

守
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
帝
国
の
統
治
を
計
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
、
エ
ル
サ

レ
ム
神
殿
で
発
見
さ
れ
た
律
法
の
書
に
基
づ
く
「
ヨ
シ
ヤ
改
革
」
に
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
た
と
（
五
一‒

五
二
頁
）
示
唆
す
る
。

（
な
か
た
・
い
ち
ろ
う
＝
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

（
A
４
判
・
三
一
二
頁
・
本
体
六
四
〇
〇
円
＋
税
・
リ
ト
ン
）

中
田
一
郎

エ
サ
ル
ハ
ド
ン

王
位
継
承
誓
約
文
書

最
新
か
つ
理
想
的
な
テ
キ
ス
ト
出
版

渡
辺
和
子
著
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本
書
は
、
日
本
に
お
い
て
一
般
に
な
さ
れ
て
き
た
K
・
バ
ル
ト
（K

arl 
Barth, 1886 ‒1968

）
神
学
へ
の
解
釈
に
疑
義
を
抱
き
、
別
の
視
点
か

ら
新
し
い
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
キ

リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
や
文
化
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
、
バ
ル
ト
神
学
の
排

他
的
な
側
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
神
は
神
で

あ
り
、
人
間
は
人
間
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
神
と
人
間
と
の
間
に
お
け
る

無
限
な
質
的
差
」
と
い
う
命
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、〈
神
の
神
性
〉
を

強
調
す
る
バ
ル
ト
の
初
期
神
学
を
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
し
て
彼
の
全
神
学
を
把

握
す
る
「
偏
っ
た
見
方
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
、
バ
ル
ト
が
ア
ン
セ
ル
ム

ス
（A

nselm
us, 1033 ‒1109

）
研
究
、
そ
し
てFr.

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ

ー
（Friedrich D

aniel Ernst Schleierm
acher, 1768 ‒1834

）
と

の
対
決
・
受
容
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、〈
神
の
人
間
性
〉
を
も
前
面
に
打

ち
出
し
た
と
力
説
す
る
。
付
け
加
え
て
説
明
す
る
な
ら
ば
、
ア
ン
セ
ル
ム

ス
に
お
い
て
は
人
間
が
神
認
識
に
お
い
て
神
の
存
在
様
式
に
「
参
与
」
す

る
存
在
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
お
い
て
は
神
が
「
絶

対
依
存
の
感
情
」（das schlechthinnige A

bhängigkeitsgefühl

）

一
九
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
と
を
対
立
的
に
捉
え
る
の
と
は
違
っ

て
、
そ
の
関
係
を
肯
定
的
な
側
面
か
ら
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
神
学
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
若
い
バ
ル
ト
は
シ
ュ
ラ

イ
ア
マ
ハ
ー
神
学
を
指
し
て
人
間
が
神
学
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
宗
教
意

識
の
神
学
、
つ
ま
り
「
人
間
学
」（A

nthropologie

）
に
過
ぎ
な
い
と

批
判
し
て
い
た
が
、
後
に
な
っ
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
の
「
聖
霊
の
神
学
」

と
し
て
の
可
能
性
を
認
め
た
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
シ
ュ
ラ
イ

ア
マ
ハ
ー
と
バ
ル
ト
の
神
学
に
お
け
る
神
学
的
主
題
は
〈
神
〉
の
み
で
は

な
く
、〈
神
と
人
間
〉
で
あ
る
と
洞
察
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か

ら
す
れ
ば
、
日
本
で
は
バ
ル
ト
の
初
期
神
学
を
判
断
基
準
に
し
て
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
思
想
史
を
―
―
と
り
わ
け
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
や
近
代
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
神
学
を
―
―
批
判
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
本
書

の
場
合
は
、
む
し
ろ
バ
ル
ト
神
学
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
思
想
史
の
中

に
位
置
づ
け
、
ま
た
彼
の
後
期
神
学
を
分
析
し
た
上
で
そ
の
再
解
釈
を
試

み
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
バ

に
共
に
措
定
さ
れ
て
い
る
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

「
絶
対
依
存
の
感
情
」
は
「
神
の
根
源
的
啓
示
」（die ursprüngliche 

O
ffenbarung Gottes

）
で
あ
っ
て
、
根
本
的
な
意
味
で
は
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
、
つ
ま
り
彼
に
お
け
る
〈
神
‐
人
〉
性
の
次
元
を
指
す
も
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
内
容
と
関
連
し
て
、
著
者
は
バ
ル
ト
の
後
期
神
学
、
特
に

『
神
の
人
間
性
』（D

ie M
enschlichkeit G

ottes, 1956

）
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
神
と
人
間
と
の
関
係
に
着
目
し
た
上
で
、
そ
の
事
柄
の
本
格
的
な

教
説
を
『
教
会
教
義
学
』「
神
論
」
に
お
け
る
「
秘
義
概
念
」
に
見
出
し
、

論
を
展
開
し
て
い
く
。
秘
義
概
念
に
お
い
て
、
核
心
的
な
の
は〈
神
の
愛
〉

で
あ
る
。
そ
れ
は
神
の
属
性
で
あ
っ
て
、
バ
ル
ト
の
三
位
一
体
論
の
み
な

ら
ず
、
受
肉
論
に
い
た
る
ま
で
そ
の
根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
も
と
も

と
神
に
と
っ
て
人
間
は
そ
の
愛
の
対
象
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
神
は
人

間
と
交
わ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
は
、
決
し
て
人
間
・
歴

史
・
文
化
と
い
っ
た
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
た

面
が
バ
ル
ト
神
学
の
真
相
で
あ
る
と
、
著
者
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
バ
ル
ト
神
学
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
神
学
や

ル
ト
神
学
の
再
解
釈
が
、
彼
の
他
の
神
学
的
主
題
に
お
い
て
も
続
い
て
な

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

（
ち
ぇ
・
ほ
ん
ど
く
＝
同
志
社
大
学
神
学
部
嘱
託
講
師
）

（
Ａ
５
判
・
二
〇
〇
頁
・
本
体
二
〇
〇
〇
円
＋
税
・
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
）

崔
弘
徳

神
の
愛
の
秘
義
を
め
ぐ
る
考
察

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
神
論
研
究

バ
ル
ト
神
学
を
別
角
度
か
ら
再
解
釈
す
る

稲
山
聖
修
著
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本
書
の
著
者
は
、
十
二
の
対
話
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
主
著
者
（
大
頭
眞

一
）
と
彼
の
論
に
応
答
し
つ
つ
、
自
分
の
論
を
展
開
す
る
十
二
人
、
つ
ま

り
合
計
十
三
人
の
著
者
に
よ
る
。

　

一
二
章
の
テ
ー
マ
は
、
創
世
記
一
章
の
天
地
創
造
論
や
贖
罪
論
、
物
語

的
聖
書
理
解
や
旧
約
聖
書
の
律
法
理
解
、
あ
る
い
は
ヨ
ナ
書
の
読
み
解
き

方
や
預
言
者
ホ
セ
ア
の
苦
悩
で
あ
っ
た
り
、
な
か
に
は
オ
ー
プ
ン
神
論

（
五
章
）、
異
言
や
聖
化
と
、
と
て
も
幅
広
く
、
な
お
か
つ
刺
激
的
で
あ
る
。

月
刊
誌
の
連
載
で
、
こ
れ
だ
け
豊
か
な
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
自
在
に
泳
ぐ

牧
師
・
教
師
は
類
を
見
な
い
。

　

十
三
人
の
著
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
す
ぐ
れ
た
書
き
手
で
あ
る
。
文
章
に

無
駄
も
無
理
も
な
い
。
そ
れ
は
強
引
な
主
張
で
も
自
説
の
証
明
で
も
な
い
。

主
著
者
（
大
頭
）
の
文
章
に
導
き
だ
さ
れ
、
自
分
な
り
に
考
え
て
き
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
柔
軟
に
、
整
然
と
展
開
す
る
「
書
き
手
」
を
本
書
は

事
に
揃
え
て
い
る
。

　

そ
の
数
名
が
執
筆
家
で
あ
る
と
共
に
ブ
ロ
グ
を
用
い
て
、
つ
ま
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
主
張
や
感
想
を
発
信
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
る
。
電
車
の
中
で
読
む

壊
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
焚
き
火
を
囲
ん
で
語
り
合
う
情
景
を
十
三

人
み
な
が
大
切
に
し
て
い
る
。

　

全
章
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
が
、
本
書
の
主
張
が
明
確
に
出
て
い
る
の
が
、

十
章
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
主
著
者
は
、
友
人
と
焚
き
火
を
囲
ん
で
語
り
合

い
な
が
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
焚
き
火
が
消
え
て
い
る
と
き
が
あ
る
と
い
う
。

二
人
は
消
え
た
焚
き
火
を
見
つ
め
る
だ
け
で
、
視
線
は
合
わ
な
い
。
そ
れ

は
互
い
に
自
分
の
考
え
が
正
し
い
と
信
じ
、
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
に
努

力
し
た
か
ら
だ
と
。
著
者
は
、「
人
は
簡
単
に
、
話
せ
ば
わ
か
る
と
言
っ

て
は
な
ら
な
い
」（
二
六
三
頁
） 

と
記
し
て
い
る
。
話
せ
ば
わ
か
る
と
思

っ
て
い
る
と
、
相
手
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
実
は

自
己
主
張
に
終
始
し
て
い
る
。

　

著
者
が
「
焚
き
火
的
人
間
」（
二
六
四
頁
） 

と
呼
ぶ
の
は
、
対
話
を
通

し
て
、
容
易
に
わ
か
り
合
え
な
い
自
分
を
知
り
、
自
分
の
見
方
が
唯
一
で

は
な
い
こ
と
を
素
直
に
認
め
、
さ
ら
に
対
話
を
通
し
て
他
者
を
理
解
し
よ

う
と
し
て
自
分
の
殻
を
破
っ
て
い
く
人
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
必
ず
成
長

が
あ
る
と
い
う
。

と
、
目
的
の
駅
を
乗
り
過
ご
し
て
し
ま
う
ほ
ど
引
き
込
ま
れ
る
。
脚
注
が

用
意
さ
れ
、
読
者
の
知
識
の
不
足
は
十
分
に
補
わ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
主
著
者
（
大
頭
）
と
の
刺
激
的
な
キ
リ
ス
ト
教
テ
ー
マ
を
め

ぐ
っ
て
の
「
対
談
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
二
者
が
相
対
し
て
座
し
、
持
論

を
展
開
し
、
互
い
に
腹
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
何
か
の
結
論
を
引
き
出
そ
う

と
い
う
試
み
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
昔
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
、
命
題
、

反
対
命
題
、
統
合
、
と
い
う
よ
う
な
目
的
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
は
「
焚
き

火
を
囲
む
」
感
覚
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

本
書
十
二
章
が
そ
も
そ
も
一
年
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た『
舟
の
右
側
』

の
編
集
者
谷
口
和
一
郎
氏
が
、
連
載
を
著
者
に
依
頼
す
る
た
め
に
、
著
者

が
教
え
る
神
学
校
へ
足
を
運
ん
だ
と
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
学

校
の
応
接
室
に
通
さ
れ
、
対
面
し
て
話
し
が
始
ま
る
と
思
い
き
や
、
大
頭

氏
は
二
人
が
け
の
ソ
フ
ァ
ー
に
編
集
者
の
隣
に
腰
を
下
ろ
し
、
ぼ
そ
ぼ
そ

と
語
り
合
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
と
き
の
編
集
者
の
感
覚
が
、
全
編
に
貫
か
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
、

①
大
頭
氏
の
論
述
、
②
そ
れ
に
呼
応
す
る
論
述
、
最
後
に
③
大
頭
氏
の
応

答
が
あ
れ
ば
、
と
思
う
。
が
、
そ
れ
を
し
た
ら
焚
き
火
の
温
か
な
感
覚
が

　

こ
の
十
章
の
応
答
者
で
あ
る
古
川
和
男
は
、
作
者
不
詳
の
詩
を
引
用
し

て
い
る
。
そ
の
最
後
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

　

す
べ
て
の
聖
徒
に
は
「
過
去
」
が
あ
る
。

　

す
べ
て
の
罪
人
に
は
「
未
来
」
が
あ
る
。

　

そ
し
て
彼
は
、「
オ
オ
カ
ミ
は
小
羊
と
と
も
に
宿
り
」
と
い
う
終
末
の

世
界
を
預
言
す
る
イ
ザ
ヤ
の
言
葉
に
解
説
し
て
、「
…
…
シ
ャ
ブ
漬
け
の

前
科
者
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
が
と
も
に
お
り
、
ぼ
く
は
そ
れ
を
追

っ
て
い
く
…
…
」
と
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の
理
解
や
主
張
を
応
答
と
し
て
重
ね
る
こ
と
が
で
き

る
成
熟
し
た
大
人
た
ち
が
十
三
人
で
本
書
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
出
版
を
喜
ぶ
人
た
ち
の
著
名
な
方
々
の
祝
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
筆

者
も
正
直
、
焚
き
火
を
囲
む
者
に
加
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
成
熟
し
た
論
客
に
な
っ
て
み
た
い
。
読
者
の
マ
イ
ン
ド
と

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
成
長
を
促
し
て
く
れ
る
本
で
あ
る
。

（
ふ
じ
も
と
・
み
つ
る=

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
高
津
教
会
牧
師
）

（
四
六
判
・
三
六
八
頁
・
本
体
二
五
〇
〇
円
＋
税
・
ヨ
ベ
ル
）

焚
き
火
を
囲
ん
で
聴
く
神
の
物
語
・
対
話
篇

藤
本　

満

大
頭
眞
一
と
焚
き
火
を
囲
む
仲
間
た
ち

焚
き
火
を
囲
め
る
よ
う
な
お
と
な
に
な
り
た
い
！

大
頭
眞
一
著

本のひろば広告
68％に縮小してください。　
天地 180mm 左右なりゆき

話
題
沸
騰
中
！
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＊自費出版の専門出版社＊資料・呈

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
も
誕
生
し
た
本
書
。
ま
さ
に
超
教
派
の
面
々
に
よ
る
「
神

と
い
う
巨
象
」
を
焚
き
火
を
囲
み
仲
間
と
多
い
に
語
り
明
か
し
た
画
期
的
な

大
頭
ワ
ー
ル
ド
！

　抱
腹
絶
倒
な
読
む
神
学
！
　［対
話
］
大
頭
眞
一
／
高
橋
秀

典
／
水
谷
潔
／
久
下
倫
生
／
中
村
佐
知
／
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦
／
川
向
肇
／
豊
田

信
行
／
上
沼
昌
雄
／
吉
川
直
美
／
古
川
和
男
／
大
坂
太
郎
／
久
保
木
聡
［
解
題
・

祝
辞
・
応
援
］
谷
口
和
一
郎
／
平
野
克
己
／
岩
渕
ま
こ
と
／
小
渕
春
夫
／
マ
リ
ア

松
島
純
子
／
大
嶋
重
徳
／
小
平
恵

　
　月
刊
『
舟
の
右
側
』
連
載
を
元
に
し
た

書
下
ろ
し
対
話
篇
！  

　●
四
六
判
・
三
六
八
頁
・
本
体
二
、五
〇
〇
円+

税

話題
沸騰中！

焚
き
火
を
囲
ん
で
聴
く
神
の
物
語
・

対
話
篇
―
大
頭
眞
一
と
焚
き
火
を
囲
む
仲
間
た
ち

大
頭
眞
一
の
本
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
集
会
の
テ
キ
ス
ト
に
、
学
校
の
教
科
書
で
好
評
！

聖
書
は
物
語
る
―
一
年
12
回
で
聖
書
を
読
む
本

　

       

●
４
版
・
一
一
〇
〇
円

聖
書
は
さ
ら
に
物
語
る
―
一
年
12
回
で
聖
書
を
読
む
本 

●
再
版
・
一
一
〇
〇
円

《
近
刊
》
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ダ
ー
ル
／
大
頭
眞
一
訳

　

神
の
物
語 

上
・
下

　
　
　
　

   

７
月
上
旬
刊
行
予
定
●
ヨ
ベ
ル
新
書
各
予
価
一
四
〇
〇
円

焚
き
火
を
囲
ん
で
聴
く
神
の
物
語
・
対
話
篇
―
リ
ン
ク
集
　
鋭
意
準
備
中

https://takibilinks.w
ordpress.com

/
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長
年
ル
タ
ー
と
エ
ラ
ス
ム
ス
の
研
究
を
中
心
に
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
精
神
史
を
探
っ
て
き
た
金
子
氏
が
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
五
〇
〇
年

（「
ル
タ
ー
の
」
と
付
け
た
の
は
金
子
氏
自
身
）
に
あ
た
っ
て
宗
教
改
革
者

た
ち
の
働
き
を
信
仰
・
霊
性
の
面
を
中
心
に
考
察
し
た
の
が
こ
の
書
で
あ

り
、
一
三
の
章
か
ら
な
る
叙
述
は
、
読
み
や
す
い
概
説
書
の
印
象
を
与
え

る
。
し
か
し
「
は
じ
め
に
─
─
信
仰
を
源
泉
か
ら
学
び
直
そ
う
」
と
題
す

る
序
言
は
、
著
者
の
属
す
る
教
会
で
の
試
み
を
取
り
上
げ
て
、
宗
教
改
革

か
ら
信
仰
そ
の
も
の
を
学
び
直
す
必
要
を
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
著
者
は

今
、
宗
教
改
革
者
た
ち
の
思
想
と
行
動
の
内
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
生
命

力
を
探
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
読
者
に
呼
び
か
け
て
お
り
、
観
想
的

な
書
斎
の
書
で
も
な
く
、
宗
教
改
革
者
た
ち
へ
の
賛
辞
の
書
で
も
な
い
。

　
「
宗
教
改
革
者
た
ち
の
信
仰
」
の
章
で
、
著
者
は
エ
ラ
ス
ム
ス
、
ル
タ

ー
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
三
人
を
、
学
問
・
方
法
・
霊
性
の
観
点
か
ら
再
考
し

て
そ
の
信
仰
の
特
質
を
検
討
す
る
。
霊
性
と
は
「
信
仰
の
主
体
的
な
作

用
」
で
あ
り
、
三
人
が
対
立
し
た
意
志
の
自
由
の
問
題
も
、
解
決
す
る
の

は
教
義
神
学
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
霊
性
神
学
の
視
点
か
ら
、
ま
た
著

者
の
採
用
す
る
人
間
学
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
改
革
者

性
の
「
深
み
」
＝
「
根
底
」
を
、
著
者
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
タ
ウ
ラ
ー
に

そ
の
淵
源
を
見
、
ル
タ
ー
か
ら
ベ
ー
メ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ま
た
ド
イ
ツ
敬

虔
主
義
を
経
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
到
る
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
へ
の

展
開
が
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
霊
性
の
源
流
に
な
っ
た
と
と
ら
え
る
（
二

六
〇
頁
）。
さ
ら
に
著
者
は
「
宗
教
改
革
と
近
代
思
想
の
断
絶
と
見
え
た

も
の
は
、
実
は
啓
蒙
主
義
と
敬
虔
主
義
と
の
確
執
が
表
層
面
に
現
わ
れ
た

敵
対
関
係
な
の
で
あ
っ
て
、
深
層
に
お
い
て
は
宗
教
改
革
と
近
代
思
想
と

は
そ
の
間
に
流
れ
る
深
海
流
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
同
所
）
と
言
う
。
こ
の
深
海
流
、
理
性
の
「
根
底
」

を
探
る
こ
と
は
、
困
難
で
は
あ
る
が
実
り
の
あ
る
展
望
を
約
束
す
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
「
神
律
」
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
を
解
明
し
よ
う
と
い

う
の
も
精
力
を
必
要
と
す
る
テ
ー
マ
だ
。
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
に
は
じ
ま
る
自
由
意
志
論
争
の
中
で
も
有
名
な
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ

ー
と
の
対
決
に
つ
い
て
、
著
者
は
こ
う
言
う
。「
こ
の
論
争
は
調
停
不
能

た
ち
の
信
仰
・
霊
性
の
特
質
を
（
１
）
学
問
の
方
法
論
、（
２
）
人
間
学

的
な
共
通
理
解
、（
３
）「
霊
性
神
学
」
の
確
立
、（
４
）
神
学
方
法
論
の

四
点
か
ら
考
察
し
て
、
共
通
部
分
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
ま

で
の
紹
介
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
著
者
の
関
心
は
主
に
方
法
論
に
向
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
も
学
問
と
い
う
広
い
、
基
本
的
な
分
野
か
ら
初
め
て
人

間
学
と
い
う
や
や
新
し
い
概
念
、
そ
し
て
霊
性
神
学
と
い
う
特
殊
な
分
野

に
向
か
い
、
最
後
に
神
学
と
い
う
普
遍
的
な
枠
の
中
で
論
じ
る
と
い
っ
た
、

動
的
な
構
造
を
エ
ラ
ス
ム
ス
や
ル
タ
ー
、
そ
し
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
文
章
そ

の
も
の
を
提
示
し
て
見
せ
て
く
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
徒
で
あ
る
評
者
に

と
っ
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
金
子
氏
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
著
作
、
と
く
に
改

革
者
と
し
て
最
初
期
の
作
品
で
あ
る
『
プ
シ
コ
パ
ニ
キ
ア
』
を
よ
く
読
み
、

そ
こ
に
霊
性
の
新
し
い
理
解
を
見
て
い
る
こ
と
だ
。
近
年
金
子
氏
の
関
心

が
エ
ラ
ス
ム
ス
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
氏
の
愛
し

て
や
ま
ぬ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
へ
の
考
察
の
深
化
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
書
で
は
同
時
代
へ
の
目
配
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
通
時
的

な
考
察
が
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
読
者
を
刺
激
す
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
根
底
概
念
」
で
あ
る
。
世
俗
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
理

な
矛
盾
的
対
立
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
つ

の
合
意
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
恩
恵
を
受
容
す
る
能
力
と
し
て
自
由

意
志
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
受
容
に
お
い
て
神
律
は
成
立
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
両
者
と
も
神
律
に
立
っ
て
い
る
点
で
合
意
に
達
し
て
い

る
」（
二
六
四
頁
）。「
神
律
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
合

意
点
が
見
つ
か
る
の
な
ら
ば
こ
の
論
争
は
従
来
の
理
解
よ
り
も
実
り
多
い

も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
信
仰
の
…
…
独
自
の
作
用
や
機
能
は
外
的
に
観
察
さ
れ
な
い
の
で
、

現
象
学
の
方
法
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
」
と
い
う
文
な
ど
、
も

う
少
し
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し
い
箇
所
が
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
量

で
こ
ん
な
に
豊
か
な
内
容
を
盛
れ
る
と
は
、
と
著
者
の
力
量
に
改
め
て
感

じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
く
め
・
あ
つ
み
＝
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）

（
四
六
判
・
二
八
六
頁
・
本
体
二
〇
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）

久
米
あ
つ
み

宗
教
改
革
者
た
ち
の
信
仰

近
代
と
繋
が
る
「
深
海
流
」
を
探
る

金
子
晴
勇
著
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最
近
注
解
書
を
買
わ
な
く
な
っ
た
。
教
会
の
会
計
が
苦
し
い
と
か
子
ど

も
の
学
費
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
理
由
は
別
に
し
て
（
そ
れ
が

ほ
と
ん
ど
全
て
だ
と
い
う
気
も
す
る
が
）、
食
費
を
削
っ
て
で
も
買
い
た

い
、
買
わ
ね
ば
と
思
わ
せ
る
注
解
書
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

神
学
生
の
頃
、
引
退
さ
れ
た
牧
師
を
見
舞
っ
た
先
生
が
、
老
先
生
が
刊

行
さ
れ
た
ば
か
り
の
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ロ
ー
マ
書
を
枕
元
に
お
い
て
、

「
今
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
ロ
ー
マ
は
い
い
ね
。
君
は
読
ん
で
る
か
ね
」
と
聞
い

て
き
た
の
に
は
参
っ
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
お
ら
れ
た
の
を
思
い
出

す
。
も
し
自
分
が
退
院
を
見
込
め
な
い
よ
う
な
入
院
を
す
る
と
し
て
、
ど

ん
な
本
を
持
っ
て
行
く
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
そ
れ
が
最
新
刊
の
聖
書

注
解
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
低
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

ま
ず
大
き
く
て
重
い
、
ベ
ッ
ド
で
読
む
に
は
適
切
で
は
な
い
。
次
に
難

し
い
。
す
ぐ
眠
く
な
る
。
ベ
ッ
ド
で
読
む
に
は
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
じ
箇
所
を
何
度
も
目
で
追
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
悲
し
い
。
そ
し
て
読

ん
だ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
ほ
お
お
、
ふ
う
ん
と
感
心
す
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
語
る
べ
き
言
葉

が
湧
き
上
が
る
と
か
、
逆
に
飛
躍
し
す
ぎ
た
思
い
つ
き
に
冷
水
を
浴
び
せ

て
テ
キ
ス
ト
か
ら
飛
躍
さ
せ
て
く
れ
る
ジ
ャ
ン
プ
台
（
シ
ャ
ン
ツ
ェ
）
で

あ
り
、
一
方
で
は
、
飛
躍
し
す
ぎ
て
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
説
教
者
を
、
再
び
引
き
戻
し
て
く
れ
る
命
綱
（
バ
ン
ジ
ー
）
で
あ
る
よ

う
な
注
解
書
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
ま
こ
と
に
し
っ
か
り
し
た
ジ

ャ
ン
プ
台
で
あ
り
、
命
綱
で
あ
る
と
思
う
。

　

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
明
け
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
切
り
替
え
る
の
に
合
わ
せ
て
こ

の
注
解
書
を
使
っ
て
み
た
。
ど
ち
か
ら
と
い
え
ば
シ
ャ
ン
ツ
ェ
よ
り
は
バ

ン
ジ
ー
寄
り
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
も
っ
と
も
、
原
著
で
は
、
思
い
切

っ
て
現
代
風
に
訳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
方
で
、
大
き
な
飛
躍

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
翻
訳
の
方
も
思
い

切
っ
た
現
代
の
日
本
語
を
用
い
た
方
が
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
妙
が
再

現
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
評
者
は
神
学
生
時
代
に
オ

ラ
ン
ダ
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
し
た
も
の
の
挫
折
し
た
口
な
の
で
、
こ
れ
は

無
責
任
な
印
象
批
評
で
は
あ
る
。

　

注
解
は
安
心
し
て
身
を
委
ね
る
こ
と
の
で
き
る
か
っ
ち
り
し
た
も
の
で

て
く
れ
る
と
か
と
い
っ
た
こ
と
は
見
込
め
な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

　

思
う
の
だ
が
、
本
格
的
な
注
解
書
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、

肝
心
の
注
解
の
部
分
が
、
序
論
で
提
示
さ
れ
た
仮
説
を
立
証
す
る
た
め
の

注
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
学
問
的
に
水

準
が
高
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
術
書
と
し
て
完
成
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
こ
か
ら
先
へ
の
道
筋
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
気
が
す
る
。
学
問
上
の
偉
大
な
達
成
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
土

曜
の
夜
に
頭
を
掻
き
む
し
る
現
場
の
牧
師
に
は
ど
う
し
て
も
他
人
事
に
思

え
て
し
ま
う
。
著
者
の
意
識
が
、
同
じ
よ
う
に
注
解
書
を
執
筆
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
学
者
仲
間
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
し
、
エ
ビ
デ

ン
ス
を
重
ん
じ
、
論
理
の
整
合
性
に
心
を
配
ら
ざ
る
を
え
な
い
学
術
書
の

体
裁
で
出
版
さ
れ
る
注
解
書
は
、
力
仕
事
で
あ
り
器
用
仕
事
（
ブ
リ
コ
ラ

ー
ジ
ュ
）
で
も
あ
る
牧
師
の
机
の
上
で
は
居
心
地
が
悪
そ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
説
教
者
の
課
題
が
、
い
つ
ど
こ
で
誰
が
語
ろ
う
と
も
変
わ
ら
な
い
、

変
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
学
問
と
し
て
の
聖
書
研
究
か
ら
、
い
か
に
し
て
、

今
こ
こ
で
自
分
が
語
る
べ
き
説
教
へ
と
跳
躍
す
る
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

臨
床
の
現
場
が
求
め
る
の
は
、
一
方
で
は
説
教
者
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
し

あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
味
乾
燥
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
参

考
文
献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
注
解
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
も
の
以
外
で

は J. W
eiß 

（Göttingen 1910
9

）
やG. D

. Fee
（Grand Rapids 

1987

）
で
あ
り
、
同
時
代
史
の
研
究
書
が
タ
イ
セ
ン
や
ミ
ー
ク
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
週
間
の
う
ち
五
日
間
が
会
議
で
埋
ま
っ
て
い
る
と
か
、
葬
儀
が
重
な

っ
た
と
か
、
そ
ん
な
牧
師
の
緊
急
事
態
に
、
迷
わ
ず
カ
バ
ン
に
入
れ
た
い

注
解
書
で
あ
る
。
ま
た
、
教
会
員
か
ら
注
解
書
の
選
択
に
つ
い
て
尋
ね
ら

れ
た
と
き
に
、
レ
ク
チ
ャ
ー
や
注
意
事
項
の
伝
達
な
し
に
、
安
心
し
て
勧

め
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。
早
く
第
Ⅱ
巻
が
出
る
と
よ
い
と
思
う
。

（
は
が
・
し
げ
ひ
ろ
＝
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
豊
島
北
教
会
牧
師
）

（
四
六
判
・
二
七
六
頁
・
本
体
三
五
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）

芳
賀
繁
浩

コ
ン
パ
ク
ト
聖
書
注
解

「
ジ
ャ
ン
プ
台
」
も
し
く
は
「
命
綱
」
と
し
て
の
注
解
書

Ｈ
・
Ｗ
・
ホ
ー
ラ
ン
ダ
ル
著

池
永
倫
明
訳

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
Ⅰ
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あ
の
大
震
災
を
体
験
し
た
の
は
、
本
書
の
元
と
な
る
博
士
論
文
を
指
導

教
官
へ
送
っ
た
午
後
だ
っ
た
と
い
う
。
仙
台
の
牧
師
で
あ
っ
た
著
者
は
、

震
災
と
被
曝
に
よ
る
死
の
恐
怖
と
い
う
ひ
と
つ
の
終
末
を
体
験
す
る
。
だ

が
苦
し
み
の
な
か
で
一
つ
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
働
き
は
、
も
う

ひ
と
つ
の
終
末
の
姿
を
彼
に
与
え
た
。
苦
難
の
な
か
の
希
望
。
こ
れ
こ
そ

震
災
前
に
彼
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
著
作
に
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
宗
教
改
革
者
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
終
末

論
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
研
究
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に

は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
研
究
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
マ
ル

テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
の
著
作
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
カ
ー

ル
・
バ
ル
ト
門
下
生
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
イ
ス
ト
ル
プ
の
研
究
が
出
版
さ

れ
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
異
な
る
方
法
論
を

用
い
独
自
の
視
点
を
世
に
問
う
野
心
作
で
あ
る
。

　

方
法
論
と
し
て
著
者
が
重
視
す
る
の
は
、
あ
る
座
標
軸
の
な
か
で
カ
ル

ヴ
ァ
ン
の
思
想
を
読
み
解
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
座
標
軸
と
は
、

教
理
や
釈
義
に
お
い
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
ら

に
よ
る
古
代
・
中
世
の
伝
統
を
縦
軸
と
し
、
ル
タ
ー
や
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
や

活
と
は
、
単
に
倫
理
的
な
も
の
で
は
な
い
。
神
に
捧
げ
る
生
活
で
は
あ
る

が
、
禁
欲
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
来
る
べ
き
生
に
向
か
い

つ
つ
、
苦
難
に
忍
耐
を
も
っ
て
向
き
合
う
希
望
の
力
な
の
で
あ
る
。

　

バ
ル
ト
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
『
魂
の
目
覚
め
に
つ
い
て
』（
一
五
四
二
年
）

を
そ
の
神
学
体
系
の
理
解
に
決
定
的
な
も
の
と
み
な
し
て
お
り
、
ク
イ
ス

ト
ル
プ
は
こ
の
著
作
に
み
ら
れ
る
魂
の
不
滅
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
プ
ラ

ト
ン
主
義
的
で
あ
り
、
ゆ
え
に
非
聖
書
的
だ
と
み
な
し
た
。
だ
が
本
書
第

四
章
に
よ
る
と
、「
魂
の
目
覚
め
」
と
は
回
心
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
最

後
の
時
に
お
い
て
完
成
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
こ
に
は
聖

書
の
提
示
す
る
目
的
論
的
な
志
向
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

　

第
五
章
は
、
お
も
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
新
約
聖
書
注
解
に
注
目
し
な
が
ら
、

終
末
論
の
発
展
を
み
て
い
る
。
か
な
り
広
範
な
テ
ク
ス
ト
が
扱
わ
れ
て
お

り
、
個
々
の
主
題
が
十
分
に
発
展
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
の
成
熟
し
た
聖
書
解
釈
が
随
所
で
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
最
終
版
を
扱
っ
た
第
六
章
で
は
、
肉
体
の
復

活
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
霊
的
な
復
活
を
語
る
こ
と
が
多
か
っ
た
他
の
改

ブ
ツ
ァ
ー
ら
同
時
代
の
著
述
家
た
ち
の
見
解
を
横
軸
と
し
た
も
の
だ
。
カ

ル
ヴ
ァ
ン
は
し
ば
し
ば
独
創
的
な
思
想
家
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
統
に
根
ざ
し
、
ま
た
他
の
改
革
者
た
ち
の
書
物
に
多
く
を
負

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
座
標
軸
に
加
え
て
、
本
書
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の

晩
年
の
旧
約
聖
書
注
解
に
光
を
当
て
る
。
し
ば
し
ば
一
五
五
九
年
の
『
キ

リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
最
終
版
は
、
彼
の
神
学
の
完
成
と
み
な
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
一
五
六
四
年
の
彼
の
死
の
直
前
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
預
言
書
の
注

解
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
著
者
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の

終
末
論
の
到
達
点
を
見
出
す
の
だ
。

　

初
期
の
著
作
を
扱
っ
た
第
二
章
で
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
終
末
論
が
未
来

志
向
で
は
な
く
、
目
的
志
向
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
終
末
論
と
い
う
と
天

へ
上
昇
す
る
こ
と
や
死
後
の
世
界
と
い
う
未
来
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
だ
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
世
界
や
歴
史
に
は
目
的
が
あ
り
、

そ
れ
が
完
成
に
向
け
て
進
む
こ
と
を
彼
は
終
末
と
呼
ぶ
。

　

第
三
章
で
は
、
一
五
三
九
年
版
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
な
か
で
も
重
視
さ
れ
る
の
が
「
キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
に
つ
い

て
」
と
い
う
一
章
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
理
解
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の
生

革
者
た
ち
に
比
べ
て
、
こ
の
点
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
独
自
の
貢
献
と
い
っ
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
教
父
た
ち
の
書
物
に
親
し
ん
で
い
た
こ

と
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
独
自
性
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

最
終
章
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
晩
年
に
完
成
す
る
「
キ
リ
ス
ト
の
王
国
」

と
い
う
考
え
と
そ
れ
が
依
拠
す
る
預
言
書
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

改
革
者
に
よ
る
と
、
こ
の
王
国
は
終
末
の
完
成
を
目
指
し
て
前
進
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
成
長
や
改
革
が
あ
り
、
ま
た
、
個
人
の
み
な
ら
ず
社
会
や

国
家
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
を
理
想
郷
と
み
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
現
状
は
迫

害
や
苦
難
の
連
続
で
あ
り
、
と
も
す
る
と
絶
望
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
王
国
が
常
に
広
が
り
続
け
て
い
る
と
い

う
確
信
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
著
者
は
本
書
を
結
ぶ
。

（
か
と
う
・
よ
し
ゆ
き
＝
東
京
基
督
教
大
学
神
学
部
准
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
二
七
二
頁
・
本
体
二
九
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）

加
藤
喜
之

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
終
末
論

苦
難
の
中
の
希
望

吉
田　

隆
著
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日
本
聖
書
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
三
六
六
日
分
の
聖
書
の
み
こ

と
ば
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
し
て
お
祈
り
。
毎
日
忙
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
方
に
、
最
適
な
本
で
す
。

　

装
丁
が
凄
く
良
く
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
、
出
張
や
旅
の
お
伴
に

是
非
お
持
ち
下
さ
い
。

　

今
や
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
な
り
、
三
人
に
一
人
が
が
ん
で
死

ぬ
時
代
に
あ
っ
て
、
情
報
は
病
状
や
治
療
の
説
明
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
で
が
ん
哲
学
外
来
メ
デ
ィ
カ
ル
・

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
読
ん
で
「
が
ん
哲
学
外
来

メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
フ
ェ
」
の
存
在
を
知
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

著
者
川
端
純
四
郎
先
生
は
、
仙
台
出
身
で
東
北
学
院
大
学
文
学

部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
の
教
員
を
務
め
、
日
本
基
督
教
団
仙
台
北
教

会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
5
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
著
者
と
親
交
が
あ
っ

た
方
た
ち
に
よ
っ
て
、
28
の
論
文
・
講
演
・
エ
ッ
セ
イ
が
編
集
さ

れ
、　

こ
の
一
冊
の
遺
稿
集
と
な
り
ま
し
た
。
教
会
と
は
？　

キ
リ

ス
ト
者
と
は
？　

戦
争
と
は
？　

そ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
、
読

み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
一
冊
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
新
聞
社
刊
「
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
」
で
の
連
載
や
、「
本
の

ひ
ろ
ば
別
冊
」
で
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
論
考
が
単
行
本
と
な
り

ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
の
理
解
、
葬
儀
の
意
味
な
ど

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
実
践
的
、
牧
会
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
看

取
り
や
悼
み
、
死
の
準
備
教
育
な
ど
、
著
者
の
十
数
年
に
わ
た
る

研
究
が
ま
と
め
ら
れ
た
本
で
す
。

本
屋
さ
ん
が
選
ん
だ

お
勧
め
の
本

1,800円＋税
日本聖書協会

『
１
分
間
の
黙
想

 

祈
り
の
力
』　E・

M
・
バ
ウ
ン
ス
著

松
山
キ
リ
ス
ト
教
書
店　

平
岡
光
司

2,500円＋税
新教出版社

『
教
会
と
戦
争
』川

端
純
四
郎
著

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店　

黒
田　

忠

1,800円＋税
キリスト新聞社

『
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

 

死
と
葬
儀
』

石
居
基
夫
著

松
山
キ
リ
ス
ト
教
書
店

〒
７
９
０-

０
８
０
４　

松
山
市
中
一
万
町
１-

23

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
９
-９
２
１
-５
５
１
９

F
A
X
：
０
８
９
-９
２
１
-５
４
１
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://www.geocities.jp/matsuyama_1007/index.htmi

E-m
ail

：sksch@
dokidoki.ne.jp

1,500円＋税
日本キリスト教団出版局

『
が
ん
哲
学
外
来
で

 

処
方
箋
を
』

樋
野
興
夫
著

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

〒
９
８
０-

０
０
１
２　

仙
台
市
青
葉
区
錦
町
１-

13-

6　

東
北
教
区
セ
ン
タ
ー
・
エ
マ
オ
１
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２
-２
２
３
-２
７
３
６（
F
A
X
同
）

E-m
ail

：fqcwk524@ybb.ne.jp
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宗教改革500年

記念講演会
14:30～16:30
有楽町朝日ホール
会費1,000円（定員600名）

講師 ハンス＝マルティン・バルト氏
（マールブルク大学名誉教授）

記念展示会
10:30～18:00
（最終日12:30～17:00）

銀座教会 
東京福音会センター

◆レクチャー
●9月15日（金）宗教改革時代の美術　
　佐川 美智子氏（元町田市立国際版画美術館 副館長）

●9月16日（土）宗教改革と音楽
　藤原 一弘氏（青山学院大学、北海道大学非常勤講師）

●9月17日（日）聖書の装丁の歴史
　中西 保仁氏（印刷博物館学芸員）

エキュメニカル
晩餐会（定員150名）

18:00～20:30
帝国ホテル 光の間2階
会費18,000円（正餐つき）

講師 江口 再起氏
（ルーテル学院大学教授）

音楽ゲスト MCSメサイアコーラルソサイェティ合唱団

司会 須貝まい子（女優）

司会 廣石 望（立教大学教授）

宗教改革500年 記念ウィーク

宗教改革が
問いかけるもの

教派・教会を超えてキリス
ト教会に連なる皆様のみな
らず、関心をお持ちのすべ
ての方々を対象として、各分
野の第一人者による多様な
プログラムをご用意いたし
ました。皆さまのご来場を
お待ちしています！

宗教改革500年記念行事のために、
お祈りとご支援をお願いします。

2017年9月12日（火）～9月22日（金）　※定員になり次第締め切ります。お早めにお申し込み下さい。

　　　　　　　　　　（ご連絡は広報担当まで）
〒104-0061 東京都中央区銀座4-5-1　Eメール: info@bible.or.jp
TEL.03-3567-1988    FAX.03-3567-4436　http://www.bible.or.jp/r500/

「現代世界における
 宗教改革の意義」

「贈与の神学者ルター」

指揮者 小田 彰氏（ライトハウス田園調布チャペル牧師）

※レクチャー参加の方は、お申込みが必要です。（定員50名）
　Eメール：lib@bible.or.jp　FAX 03-3562-7227

9/18
（月・敬老の日）

2017

9/18
（月・敬老の日）

2017

9/22
（金）

2017

9/12（火）

～17（日）

2017

「宗教改革が文化に及ぼした影響」
入場無料

※

※

記念ウィーク
特設サイト➡

チケット申込こちら

記念コンサート 
「Hope & Love」
東京オペラシティ
コンサートホール
18:30 開場  19:00 開演
◆PROGRAMS
J. シベリウス 「フィンランディア」
HANDEL 「メサイア」ハイライト 他

SS 席 ¥5,000　S 席 ¥4,000　A 席 ¥3,000　B 席 ¥2,000
指揮：星野 誠
ソプラノ：キム・スヨン　テノール：イ・ヨハン
東京シモンフィルハーモニーオーケストラ
東京シモンコーラス　根津コーラス
《チケットお問合せ》
■チケットぴあ 0570-02-9111　■東京シモンコーラス事務局 03-
3351-6004　■アークノアコンサート 080-5560-3773
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書
店
名

郵
便
番
号

住
　
所

電
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

U
RL

メ
ー
ル

郵
便
振
替

北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
書
店
06
0-
08
07

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
６
丁
目

01
1-
73
7-
17
21

01
1-
74
7-
59
79

ht
tp
:/
/w
w
w
.jb
-s
ho
p.
co
m
sa
sa
ki
@
jb
-s
ho
p.
co
m

02
77
0-
2-
56
52
0

善
隣
館
書
店

02
0-
00
25

盛
岡
市
大
沢
川
原
3-
2-
37

01
9-
65
4-
12
16

共
用

ze
nri
nk
an
_s
yo
ten
@y
ah
oo
.co
.jp
02
35
0-
0-
87
4

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

98
0-
00
12

仙台
市青
葉区
錦町
1-1
3-6
　東
北教
区セ
ンタ
ー・
エマ
オ1
F
02
2-
22
3-
27
36

共
用

fq
cw
k5
24
@
yb
b.
ne
.jp

02
23
0-
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書

店
関
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の

方
は

　
日

キ
販

営
業

部
　

ＴＥＬ
 0

3-
32

60
-5

67
0

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。

■
新
教
出
版
社

改
革
者
た
ち
の
５
０
０
年
（
仮
題
） 

―
―
新
教
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
34

新
教
出
版
社
編
集
部
編

月
刊
誌
『
福
音
と
世
界
』
２
０
１
７
年
１
月
号
か
ら
６
月
号
ま
で
行

わ
れ
た
宗
教
改
革
５
０
０
年
を
記
念
す
る
連
続
特
集
を
、
新
た
な
寄

稿
も
増
補
し
て
単
行
本
化
。
宗
教
改
革
が
目
指
し
た
も
の
・
も
た
ら

し
た
も
の
、
双
方
を
見
つ
め
な
が
ら
、
多
様
な
視
点
か
ら
現
代
の
課

題
を
考
え
る
。
収
録
す
る
論
考
は
41
編
。

Ａ
５
判
・
２
２
４
頁
・
本
体
予
価
２
１
０
０
円

ギ
レ
ア
ドマリ

リ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
著
／
宇
野　

元
訳

２
０
０
5
年
に
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
と
全
米
批
評
家
賞
を
受
賞
し
た

小
説
。
ギ
レ
ア
ド
と
い
う
片
田
舎
の
小
さ
な
町
で
、
自
ら
の
死
期
を
意

識
す
る
老
牧
師
が
、
再
婚
し
た
妻
と
の
間
に
も
う
け
た
幼
い
息
子
に

手
紙
を
書
く
。
そ
の
中
で
、
南
北
戦
争
以
来
三
代
に
わ
た
る
牧
師
家

系
の
父
子
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
の
あ
り
方
や
隣
人
た
ち
の
人
生
を
、
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
静
か
な
語
り
を
と
お
し
て
振
り
返

る
。

四
六
判
・
３
３
６
頁
・
本
体
予
価
３
３
０
０
円

■
教
文
館

キ
リ
ス
ト
教
教
父
著
作
集
３
︱
Ⅲ

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
５　

異
端
反
駁
Ⅴ

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
著
／
大
貫　

隆
訳

二
世
紀
の
偉
大
な
神
学
者
で
あ
る
リ
ヨ
ン
の
司
教
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の

主
著
（
全
５
巻
）
の
第
５
巻
。
終
末
に
お
け
る
万
物
の
完
成
、
肉
体
の

復
活
に
関
す
る
論
述
を
中
心
に
、
救
済
史
的
・
啓
示
史
的
な
独
自
の
歴

史
神
学
を
展
開
す
る
。
全
巻
邦
訳
、
遂
に
完
結
！

Ａ
５
判
・
函
入
・
１
８
８
頁
・
本
体
４
６
０
０
円

■
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

井
上
洋
治
著
作
選
集
９  

第
２
期
全
５
巻
《
第
４
回
配
本
》

南
無
の
心
に
生
き
る

イ
エ
ス
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち 

抄

山
根
道
公 

編
・
解
題
／
若
松
英
輔 

解
説

心
に
渇
き
を
覚
え
る
現
代
人
を
真
の
安
ら
ぎ
へ
と
導
く
南
無
の
心
を
説

く
『
南
無
の
心
に
生
き
る
』
と
、
福
音
書
に
登
場
す
る
７
人
の
女
性
を

通
し
て
イ
エ
ス
の
温
か
い
眼
差
し
に
迫
る
『
イ
エ
ス
を
め
ぐ
る
女
性
た

ち
』
を
収
録
。
宗
教
学
者
・
山
折
哲
雄
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
・
安
岡

章
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
も
収
め
る
。

Ａ
５
判
・
上
製
・
２
６
０
頁
・
本
体
２
５
０
０
円
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強
く
し
て
い
っ
た
。
役
人
た
ち
は
死
亡
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
恨
み
を
恐
れ
、

二
度
と
地
上
に
戻
っ
て
来
な
い
よ
う
遺
体
に
石
を
く
く
り
つ
け
て
熱
泥
池

の
中
に
沈
め
た
そ
う
だ
。

　

か
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、
ど
う
や
っ
て
堅
固
な
精
神
性
を
保
て
た
の

だ
ろ
う
。
近
世
の
日
本
に
は
、
宗
教
的
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
で
あ
る
「
宗
旨
」

や
「
宗
門
」
は
あ
っ
て
も
、
精
神
的
結
晶
物
で
あ
る
ビ
リ
ー
フ
（
信
仰
）

は
な
か
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
磯
前
順
一
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教

学
の
死
』、
東
大
出
版
会
）。
し
か
し
十
七
世
紀
前
半
ま
で
は
、
日
本
に
も

ビ
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
具
体
的
証
明
が「
雲
仙
地
獄
」

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
責
め
苦
に
遭
っ

て
も
ビ
リ
ー
フ
を
棄
て
る
こ
と
な
く
、
こ
の
施
設
を
四
年
で
閉
鎖
さ
せ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
寺
田
）

編
集
室
か
ら

本
の
ひ
ろ
ば　

２
０
１
７
年
10
月
号　

予
告

本
・
批
評
と
紹
介
：
手
束
正
昭
著
『
恩
寵
燦
々
と
』、
G
・
プ
ラ
ス
ガ
ー
著

『
カ
ル
ヴ
ァ
ン
神
学
入
門
』、
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
著
『
異
端
反
駁
Ⅱ
―
キ
リ

ス
ト
教
教
父
著
作
集
2
︲
Ⅱ
』、
上
田
光
正
著
『
日
本
の
教
会
の
活
性
化
の

た
め
に
』、
森
田
安
一
著
『「
ハ
イ
ジ
」
の
生
ま
れ
た
世
界
』、
A
・
マ
ク
グ

ラ
ス
著
『
改
訂
増
補
新
装　

神
学
の
よ
ろ
こ
び
』
他

新教出版社� TEL�:�03-3260-6148
Email:�sales@shinkyo-pb.com

　

今
春
観
た
映
画
「
沈
黙 

サ
イ
レ
ン
ス
」
に
触
発
さ
れ
、
長
崎
県
雲
仙

に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
地
「
雲
仙
地
獄
」
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
箱
根
の

地
獄
谷
や
北
海
道
の
硫
黄
山
と
同
じ
よ
う
に
、
火
山
活
動
に
よ
る
熱
泥
が

湧
き
、
蒸
気
が
噴
き
上
が
る
異
界
で
あ
る
。
熱
気
と
硫
黄
に
よ
っ
て
草
木

も
生
え
な
い
環
境
で
、
一
六
二
七
年
か
ら
四
年
間
に
わ
た
り
、
キ
リ
シ
タ

ン
棄
教
の
拷
問
が
行
わ
れ
た
。

　

実
際
に
行
く
ま
で
私
は
「
雲
仙
地
獄
」
が
処
刑
地
で
あ
る
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
こ
こ
は
正
式
な
処
刑
地
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
棄
教
さ
せ
る

た
め
の
施
設
だ
っ
た
ら
し
い
。
殉
教
者
は
多
数
出
た
が
、
そ
れ
は
拷
問
途

中
で
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
人
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
同
じ
こ
と
な
の
だ

が
、
ひ
と
言
「
棄
教
す
る
」
と
言
え
ば
放
免
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
身
体
的

な
苦
し
み
以
上
に
心
の
葛
藤
が
凄
ま
じ
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し

多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
棄
教
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
い
っ
そ
う
信
仰
を
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榑松かほる・大島　宏・高瀬幸恵他 著
播本秀史戦時下のキリスト教主義学校
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栗林輝夫 著
栗林輝夫セレクション1
日本で神学する


